
技術の可能性を、大学と、学生と、ひらく。

製造業 × 大学・学生 × 生成AI
新商品・サービス共創イベント
— 大学・学生×生成AIにより、新商品・新事業のタネをつくる —

D A T E

2026年 9月24日（木曜日）
14:00 – 18:00

V E N U E

学びと交流の場「SANKAKU」
新潟市中央区万代 3-1-1 メディアシップ 6F

F E E

参加費 無料
WS／交流会 すべて含む

応  募  方  法  ／  H O W  T O  A P P L Y

下記の連絡先まで、メール または お電話 にて
「参加希望」の旨と、共創したい新商品テーマの概要を
お知らせください。

※ 応募受付後、オンライン面談にて詳細を確認・すり合わせの上、登壇を決定いたします。 

［ 事業運営 ］株式会社NTT DXパートナー

イベント担当：中水

・先着・

3 社限定新商品開発テーマ 持ち込み企業向け

TEL 080-1718-6564 
MAIL tomoyuki.nakamizu@nttdxpn.co.jp 

製造業の 技術・素材等のシーズと、大学・学生の 知見・発想力 、生成AIをフルに活用 しながら、 

新商品・サービスを共に企画する、半日集中の共創イベント です。 

自社技術を活用した新商品・サービス開発、次世代人材との接点づくりに関心があり、 
大学教員や学生とともに、生成AIを活用しながら新商品を開発したい県内企業を対象としています。

参 加 す る メ リ ッ ト /  B E N E F I T S

M E R I T  0 1

技術の“新しいニーズ”の探求

自社の技術・素材等を、大学・学生の視点で捉え直し、 
新たな領域での新商品・サービス案を企画することを目指します。

M E R I T  0 2

次世代人材との接点が生まれる

大学教員や大学生と直接つながり、 
イベント後も相談できるネットワークづくりの入り口に。 

当 日 の タ イ ム テ ー ブ ル （ 予 定 ） /  P R O G R A M

14:00
10分

開会・
趣旨説明

14:10
30分

企業・テーマ
紹介セッション

›

14:40
20分

大学・学生
シーズ共有

›

15:10
120分

共創
ワークショップ

›

17:10
20分

発表・
全体共有

›

17:30
30分

交流会・
個別相談

›

イベント詳細はAmbitious Niigataのwebサイト(https://ambitious-niigata.jp/news/391/)で御確認ください。
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製造業 × 大学・学生 × 生成AI 新商品サービス共創イベント

01 F I R S T

製造業 × 大学・学生 × 生成AI 
新商品・サービス共創イベント 

DAT E 2026 年 9月24日（木） 
14:00-18:00

02 S E C O N D

DAT E 2026 年 11月25日（水）

03 T H I R D

DAT E

産 学 官 連 携  相 談 窓 口  ／  C O N S U L T A T I O N  D E S K

大学・学生との連携を、 
幅広くコーディネートします。
県内大学・学生の知見や連携を求める企業・自治体等の相談を随時受け付けています。 
課題に応じて大学シーズを探索し、マッチング提案までをコーディネートします。 
イベント参加以外のご相談もお気軽にどうぞ。 主催：新潟県  ／ 運営：株式会社NTT DXパートナー

2 0 2 5 年 度 の イ ベ ン ト 模 様 /  H I G H L I G H T S

2 0 2 6 年 度 の イ ベ ン ト 情 報 /  A N N U A L  P R O G R A M  2 0 2 6

C O N T A C T   ／   お 問 い 合 わ せ
［ 事業運営 ］株式会社NTT DXパートナー

担当者：中水
TEL 080-1718-6564 
MAIL tomoyuki.nakamizu@nttdxpn.co.jp 

2027年 2月月24日（水）

01
ワークショップ➀   
チームに分かれて日常の「あるある」や「これあったらいい
な！」といったアイデアの種を洗い出し

02
ワークショップ➁   
生成AIを活用しながら、アイデアの種を新商品・サービスの
コンセプトや画像イメージとして整理

03
学生×社会人の交流 
新商品・サービス開発を通じて、学生と社会人による活発な
意見交換・交流促進が図られた

04
作成した商品イメージ例 
チームに分かれて数多くの商品イメージを生成し、イメージ
を膨らませた

05 最終発表 
チーム内で意見交換し、一つに絞った商品アイデアを発表

06 (参考)イベントをきっかけに大学と連携し、開発商品を具体化 
ペットとの思い出を形に残すメモリアルオブジェを企画

01

04 05

02 03

06

地域の魅力を磨き上げる！  
観光業界×大学・学生 共創イベント 

地域インフラの未来を創る！  
土木建設業×大学 課題解決イベント 

14:00-18:00 14:00-18:00

<過去の実施状況はAmbitious Niigataのwebサイト(https://ambitious-niigata.jp/news/156/)にて公開>

※上記の内容は予定のため、変更となる場合がございます。

参 加 企 業 の 声  /  V O I C E S

"学生との交流から良いアイデアが生まれ、生成AIを活用した
新しい商品・サービス開発の可能性を実感しました。今後は
地域資源の再発掘にもつなげていきたいです。 

製造・卸売企業  (燕市) 取締役 専務 

"
製造・卸売企業 (三条市) 部長 

ペアを組んだ学生の発想力や柔軟な視点に大きな刺激を受けま
した。商品開発にとどまらず、観光など地域の魅力を生かした
サービスの可能性についても考えるきっかけになりました。 


